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令和３年度 学校だより №８

令和３年１０月１日（金） 文責：校長 佐藤 伸洋

▲第６学年音楽科学習：振り返りの

ために、合唱を録画・録音する様子

“ＧＩＧＡスクール構想”
タブレット端末の利用について

先日は、タブレット端末の持ち帰りにより、インターネット接続環境の確認、
接続操作等に御協力くださいまして、ありがとうございました。
現在、南相馬市教育委員会からの助言や、ＩＣＴ支援員の力添えをいただき

ながら、利用から活用の段階に向けて一歩ずつ前進しています。校内研修とい
う形で、端末に導入されている様々なアプリの利用の仕方を教職員で確認し、
授業の中での利用を進めています。次の段階として、学校と家庭での遠隔授業
や連絡等においても利用・活用できるように準備を進めていますので、今後と
も、ご家族の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。

●本号では、「情報活用能力の育成、情報モラルの醸成」「子どものネット・ＳＮＳ利用の実態（福島県校長会

生徒指導部による）」について、お知らせいたします。

※ 日々の教育活動は、大甕小学校ホームページ

（南相馬市ポータルサイト）に掲載中です。

●端末の配当等に伴い、教育活動の中で効

果的な利用が広がってきています。しかし、

その一方で、自宅での使用中に、次のよう

な課題が、少しずつ見え始めています。

課題① ネットワーク内、または、対面によ

り事件・事故に巻き込まれる事案が発生。

課題② ネットワーク内で、誹謗中傷の言葉

を書き込み、拡散させている事案が発生。

タブレット端末の利用は、子どもたちの

「資質・能力」の育成のための方法・手段

です。便利さの裏に潜む危険を回避するた

めにも子どもたちへの「約束事」等の指導

を一層進めていきます。家庭での話し合い

内容や協力依頼内容は順次お知らせします。

▶右の資料は、令和２年度の調査結果を受けて作成・配

付したものです。令和３年度より、県内において小・中

学校を２グループに分けて隔年で実施することになり、

大甕小学校の次の実施は令和４年度になります。

「情報活用能力」の育成、

「情報モラル」の醸成
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